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平18～23推移率

平23～28推移率

平23～28推移率市平均

*各年「町丁別年齢別男女別人口」による 

*推移率：この場合は、年齢 5歳別人口が、死亡、転出入によって 5

年後にどう変化するかをみる指数。現在の 5 歳階級別の人口÷5 年
前の 5歳若い 5歳階級の人口 

 

 

●年齢 5 歳別人口の変化（推移）率 

 

 世帯数は、緩やかな増加傾向が続いてい

ます。 

 世帯規模は縮小傾向が続いてきました

が、近年は安定化する傾向がみられます。 

 

 年齢 5 歳別の変化率（推移率）は、20〜24

歳の転入増加傾向が続いている他、住宅開

発があったこともあり 69 歳以下の年齢層で

変化率が上昇し 59 歳以下の年齢層は変化

率が 1.0 を上回った（転出から転入増加傾

向に変化した）ことがわかります。 

 

 人口の移動は、徐々に少なくなる傾向が

ありますが、年間 8,000～10,000 人前後が

転出入しています。平成 26 年以降は、住宅

開発により転入が一時的に多くなり、人口も

年間 2,000 程増加する状態になりました。 

 平成 22 年頃から、死亡数が出生数を上回

るようになってきています。 
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●磯子区の人口動態 

*各年「人口異動総括表」による 

●年齢別人口の動向（比率） 

*各年「町丁別年齢別男女別人口」による。9 月末現在 
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